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令和６年

４月号

岩手労働局のホームページに掲載しています。 一関監督署からのお知らせ 検索 令和６年３月25日発行

新年度が始まり、新入社員の入社、部署や係の
変更・配置換え、立場の変更等、多くの人が新し
い環境になっていると思います。これから末永い
職業生活を進める新入社員や新しい業務を行う人
には、初めの段階である「今」、十分な安全衛生
教育を行いましょう。労働災害は経験期間の短い
人が多い特徴があることにも留意しましょう。

一． 有害性及びこれらの取扱い方法に関すること。
二． 安全装置、有害物抑制装置又は保護具の性能及

びこれらの取扱い方法に関すること。
三． 作業手順に関すること。
四． 作業開始時の点検に関すること。

五． 当該業務に関して発生するおそれのある疾病の原因
及び予防に関すること。

六． 整理、整頓及び清潔の保持に関すること。
七． 事故時等における応急措置及び退避に関すること。
八． 前各号に掲げるもののほか、当該業務に関する安全

又は衛生のために必要な事項

〈雇入時、作業内容変更時に必要な教育項目〉

4 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月

S T O P ！ 熱 中 症

準 備 期 間 （ ４ 月 ） に す べ き こ と

きちん と実施 されているかを確認し 、 チ ェ ッ ク し ま し ょ う

□ 労働衛生管理体制
の確立

事業場ごとに熱中症予防管理者を選任し
熱中症予防の責任体制を確立

□ 暑さ指数の把握の
準備

JIS規格に適合した暑さ指数計を準備し、
点検

□ 作業計画の策定
暑さ指数に応じた休憩時間の確保、作業
中止に関する
事項を含めた作業計画を策定

□ 設備対策の検討
暑さ指数低減のため簡易な屋根、通風ま
たは冷房設備、散水設備の設置を検討

□ 休憩場所の確保の
検討

冷房を備えた休憩場所や涼しい休憩場所
の確保を検討

□ 服装の検討
透湿性と通気性の良い服装を準備、送風
や送水により身体を冷却する機能をもつ
服の着用も検討

□ 緊急時の対応の事
前確認

緊急時の対応を確認し、労働者に周知

□ 教育研修の実施 管理者、労働者に対する教育を実施

重 点 取 組

準備 キ ャ ン ペ ー ン 期 間

⑥ 令和６年４月から施行される安衛則第594条の２第
１項に適用される皮膚等障害化学物質等のうち、皮
膚から吸収され、若しくは皮膚に侵入して、健康障
害を生ずるおそれがあることが明らかな化学物質が
示されているとともに、留意事項が示されています。

⑦ 第三管理区分に区分された場所に係る有機溶剤等の
濃度の測定の方法等が告示として示されています。

⑧ 化学物質管理者講習の内容が示されています。
⑨ 「作業環境測定基準及び第三管理区分に区分された

場所に係る有機溶剤等の濃度の測定の方法等」が、
個人ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ法の対象物質等の追加に伴い改正され
ます。

⑩ 「リスクアセスメント対象物健康診断に関するガイ
ドライン」が策定されました。

4. 石綿
除じん性能を有する電動工具の使用が認められるなどの
改正がスタートします。（規則と指針が改正）

【関連通達番号】詳細は以下の文書でご確認ください。
１ ･･･令和５年３月14日付け基発0314第２号

、令和５年12月26日付け基発1226第２号
２①･･･令和５年７月31日付け基発0731第３号
２②･･･令和４年１月19日付け基発0119第２号
３①･･･令和４年５月31日付け基発0531第９号
３②･･･令和４年２月24日付け基発0224第１号
３③･･･令和４年５月31日付け基発0531第１号
３④･･･令和５年４月21日付け基発0421第１号
３⑤･･･令和４年12月26日付け基発1226第４号
３⑥･･･令和５年７月４日付け基発0704第１号
３⑦･･･令和４年11月30日付け基発1130第１号
３⑧･･･令和４年９月７日付け基発0907第１号
３⑨･･･令和５年４月17日付け基発0417第４号
３⑩･･･令和５年10月17日付け基発1017第１号
４ ･･･令和５年８月29日付け基発0829第１号

、令和５年８月29日付け基発0829第1号

令和６年４月から始まる安全衛生関係の新
ルールとして、次のものがあります。該当し
そうなものがありましたら、内容をご確認の
上、適切なご対応をお願いします。
1. 足場

幅が１ｍ以上の箇所において足場を使用するときは、原
則として本足場を使用することが必要になります。（規
則と手すり先行工法等に関するガイドラインが改正）

2. 一般的健康

① 定期健康診断等における血中脂質検査の取扱いとし
て、随時中性脂肪により検査を行うことが可となり
ます。

② 医療提供体制の確保に必要な者として時間外労働の
上限特例が規定されている医師について、健康確保
措置としての面接指導の内容等の規定がスタートし
ます。

3. 化学物質

① 化学物質規則の大転換が、令和４年５月31日～、令
和５年４月１日～、令和６年４月１日～の３段階に
分けてスタートするうちの最後のものが始まります。
「化学物質管理者の選任」「保護具着用管理責任者
の選任」「雇入れ時教育の充実」「第三管理区分事
業場の措置強化」などがあります。

② 名称等を表示及び通知すべき化学物質等が追加され
ます。

③ 化学物質等に係る表示及び文書交付制度の留意事項
として、「その他参考となる事項」内に、参考とし
た出典と環境影響情報を記載することが望ましくな
ります。

④ 特化則の有害性の掲示対象は、全ての特定化学物質
に拡大されます。使用すべき保護具の掲示の対象に
ついては特別管理物質及び保護具の使用義務がある
作業場所に限定されることに留意することになりま
す。

⑤ 労働安全衛生規則第577条の２第３項に基づきがん
原性がある物として厚生労働大臣が定めるものが、
約80物質追加されます。



★令和６年発生分 （２月末現在）

一関労働基準監督署管内の全産業における休
業４日以上の労働災害による死傷者数は11人
で、前年同期比で－13人となりました。この
うち新型コロナウイルス感染症によるもの（業
務上災害と認定されたもの）は０人です。
主な業種別では、建設業が５人(前年同期比

＋１人)、製造業（同－４人）と社会福祉施設
（同＋１人）が各２人、運送業（同－２人）と
通信業（同±０人）が各１人となっています。
事故の型別では、「転倒」が４人（同－10

人）、「墜落、転落」（同＋１人）と「交通事
故」（同＋２人）が各２人などとなっています。

★労働災害事例 （２月末把握分の一部）

≪建設業≫○事故の型：飛来、落下 ○休業見込み：約
１ケ月 ○70代男性（経験年数５年以上）

ユニック荷台からの荷下ろし作業で、側面アオリを
開けた時、角材が足に落下した。（足甲骨折）

≪飲食店≫ ○事故の型：高温・低温の物との接触 ○
休業見込み：25日 ○60代女性（経験年数１ケ月）

閉店作業中に、フライオイルをフライヤーから引っ
張り出すとき、足首などにかかった。（火傷）

≪建設業≫ ○事故の型：墜落・転落 ○休業見込み：
３か月 ○60代男性（経験年数10年）

トラック荷台後部から乗ろうと足を荷台にかけた時、
荷台の雪で滑って地面に墜落した。（踵骨折）

≪建設業≫ ○事故の型：墜落、転落 ○休業見込み：
10日 ○40代男性（経験年数１ケ月）

ダンプ運転席から後ろ向きに降りた際、ステップか
ら足を踏み外して、地面に後頭部を打った。（ヘル
メット着用あり）（頸椎捻挫）

≪運送業≫ ○事故の型：交通事故 ○休業見込み：４
週間 ○40代男性（経験年数20年以上）

関東で、交差点の右折箇所を間違って進入したこと
で慌ててしまい、赤信号を停止せず、さらに対向車
線に入ってしまい、対向してきた大型トレーラーと
衝突した。（肋骨骨折など）

≪建設業≫ ○事故の型：切れ、こすれ ○休業見込
み：７日 ○60代男性（経験年数30年以上）

法面でチェーンソーによる伐倒木の枝払い中、斜面
でかがんだ際に足を滑らせてバランスを崩し、回転
が止まる前のソーチェンが腕に当たった。（腕切創）

一関労働基準監督署では、各事業場で進める安全管理と労働衛生管理の推進の幅を広げ
ていただくことを目的に、令和５年度後半に好事例の募集を行い、これを労働局ホーム
ページを通して管内の各事業場の皆様に水平展開する取り組みを行いました。さらに、今
般、特に模範的な事例を選定し、令和６年３月６日(水)に当監督署において表彰式を行い
ました。
表彰された事業場は、安全管理部門では、最優秀賞が日本端子株式会社花泉工場様、優

秀賞がニッコーファインメック株式会社様、株式会社平野組様およびUBE三菱セメント株
式会社岩手工場様で、労働衛生管理部門では、最優秀賞がニッコーファインメック株式会
社様、優秀賞が株式会社関建設様、日本端子株式会社花泉工場様、株式会社日ピス岩手様
です。このほかにも提供いただいた事業場には感謝状を贈らせていただきました。
近々、第２回目の好事例の募集も行いたいと考えています。労働災害が多い、健康診断

有所見率も高いという地域課題もあり、同じ環境下にいると管理においてもマンネリ化や
行き詰まりが生じ、新たなアイディアを出すこともなかなか難しいものですが、一方で行
き詰まり等を打破するには外部からの事例・情報を目にすることは新鮮（「なるほどね」
「こんなやり方もあるのか」など）で、新たな気づきのきっかけにできる可能性がありま
すので、そのようなきっかけの事例がたくさん集まればと思っています。事例募集の際に
は多くの事業場の皆様のご協力をお願いします。

事例集は、岩手労働局ホームページの
「一関監督署からのお知らせ」内に掲載しています。
以下は最優秀賞の事例（右は安全、左は労働衛生）です。

後列左から、日ﾋﾟｽ岩手様、日本端子花泉工場様、UBE三菱セメント様、平野組様
前列左から、関建設様、ﾆｯｺｰ・ﾌｧｲﾝﾒｯｸ様、署長、日本端子花泉工場様、平野組様


